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その結果，2015 年の研修回数は，年 1 回が 6 回と最も多
かったが，2017 年，2018 年は年３回がそれぞれ 5 回，6
回と最も多かった．また，2015 年には，研修回数が 0 回
の園が4園あったが，2017年には0回の園はなかった． 




そして，その研修回数の平均値は，2015 年は 2.9 回，

















































































 一方，「地震に関する DVD 等の視聴」が 8 園(26.1%)，
「防災地震に関するカルタ」が 1園(14.8%)，「地震防災に



















































































































難訓練」が 10 園(47.6％)，第 2 に「起震車による避難訓
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地震防災教育に活用した園が1園あった．また，「ふわふ
わシートの活用」が1園あり，これは，就学前施設では保
育室に机を常備していない場合や，子ども全員が机の下
に避難することができない場合があるため，子どもの上
にクッション性のある柔らかいシートを掛け，子どもの
身を守るということであった．さらに，被災体験をしたこ
とで，地震防災教育への取り組みが保育者だけでなく，子
どもたちも格段に意識が向上し，子どもたちも地震に関
する想定の幅が広がったことが記述されていた． 
このように，被災体験が現在の新たな地震防災教育に
活かされていた．しかし，ヒアリング調査においては，「熊
本地震から3年が経過し，被災経験の風化も感じられる」
という内容もあり，園によって防災意識の相違が見られ
始めていることが推察された． 
 
(8) 熊本地震発生後新たに行った地震防災対策 
 熊本地震発生後に新たに実施した地震防災対策に関し
て，自由記述式で調査を行った結果，図-8に示すように， 
「棚等の転倒防止」「防災頭巾の準備」が各6園(28.6%)と
最も多かった．防災頭巾に関しては，先述したように寄付
によるもので，被災園において設置が進んでいることが
伺えた．「棚等の転倒防止」は，図-6に示した「熊本地震
発生前に実施すべきだった地震防災対策」において 8 園
が挙げており，その内，6 園が実施しており，実施率は
75.0％であり，他と比較し，高い実施率である． 
次いで，「園内残留時における備蓄」「保護者への連絡方
法の確認」が各5園(23.4%)であった．「園内残留時におけ
る備蓄」は，図-6 に示した「熊本地震発生前に実施すべ
きだった地震防災対策」において11園が挙げており，そ
の内，5園が実施しており，実施率は45.5％であった．「保
護者への連絡方法の確認」に関しては，熊本地震発生前に 
保護者への連絡体制は取れていたが，電話が不通にな
った反面，ラインやメールが使用できたことから，連絡方
法を複数に確認したり，災害時に園からだけなく，保護者
からも連絡する方法に変更したりする園が見られた． 
 
５．結論 
 
 本調査では，熊本地震後における就学前施設の地震防
災教育及び地震防災対策に様々な改善や進展が見られ，
他の地域における地震防災の参考となった． 
 地震防災教育に関しては，熊本地震発生後，新たに行っ
た内容として「地震発生時の行動の再確認」「防災頭巾の
活用」「様々な保育場所による避難訓練」等が挙がったが，
熊本地震前に実施すべきだった地震防災教育として，「保
護者と一緒の避難訓練」「起震車による避難訓練」が上位
であった．就学前施設単独で実施できる内容に関しては，
新たに取り組みやすいが，保護者や専門機関との連携が
必要な場合は，実施に対して問題等が生じることが予測
され，今後の課題として挙げられる． 
一方，地震防災対策に関しては，「非常用持ち出し品の
準備」「棚等の転倒防止」「地震発生時の保護者の役割分担」
「保育者間の勤務時間外における緊急連絡体制」「遊具の
転倒防止等の安全確認」「数通りの避難経路，避難場所の
設定」が9割を超えており，これらの対策が最重要である
ことが判明した．しかし，巨大地震においては，「ピアノ
等の固定」「外壁の転倒防止」等も子どもの命を守るには
重要であるが，専門的な施工が必要なこれらは，対策が滞
る傾向があることが明らかになった．また，地震防災に関
する園内研修が2018年には，横ばいになっていることや
ヒアリング調査から地震の風化が伺えた． 
地震防災教育・対策共に，子どもの命を守るために地域
や行政・専門機関が連携し，就学前施設にとってよりよい
取り組みを実施できるようにしていくことが重要である． 
 
図-8 熊本地震後に新たに行った地震防災対策（複数回答） 
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６．課題 
 
 本調査では，熊本地震で被災した就学前施設に行った
アンケート調査結果を主に分析したが，今後の課題とし
て，まず，各就学前施設にヒアリング調査等を行い，質的
側面から詳細な分析調査を行う予定である．次に，地震防
災対策や地震防災教育だけでなく，地震後における子ど
もの心身のケアや地域との連携に関して調査し，幼児期
におけるよりよい地震防災を構築する予定である． 
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